
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

持続可能な社会の創り手の育成 

川崎市版キャリア教育 

キャリア在り方生き方教育リーフレット 

教育に関連するウェルビーイングの要素として挙げられているものは、「キャリア在り方生き方教育」で

育む力や態度等と大きく重なっています。これからの社会を創り、その中を生きていく存在である子どもた

ちは、「変化の予想が難しいと言われている社会で自立に向けて大切になる力」を身に付けていく必要があ

ります。そのため「キャリア在り方生き方教育」の重要性が改めて注目されているのです。 

文部科学省が示している「第４期教育振興基本計画」では、これから目指す教育について２つのコン

セプトを示しています。 

平成２８年度から始まった「キャリア在り方生き方教育」がますます注目されています。 

改めて 
見直そう 

コロナ禍の影響や社会状況・社会構造の変化等を背景として子どもたちの抱える困難が多様化・複雑化

する中で、一人ひとりのウェルビーイングの確保が必要とされているとともに、主体性や創造力を育み、

持続可能な社会の創り手の育成を図ることや、地域での学びを通じて共感的・協調的な関係性に基づく地

域コミュニティの基盤をつくっていくことが大切であるとされています。 

どうして「キャリア在り方生き方教育」の充実を図る必要があるのですか︖ 

「キャリア在り方生き方教育」の視点で見直す 

これからの社
会 で 大 切 に
なる力は何だ
ろう︖ 

学校の教育活動 

「ウェルビーイング」とは… 

身体的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念です。

多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるとともに、個人を取り巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じられる良い状態にあることも含む包括的

な概念でもあります。 

日本社会に根差した 
ウェルビーイングの向上 

教育に関連するウェルビーイングの要素の例 

文部科学省「第４期教育振興基本計画」リーフレットより 

自己肯定感 

心身の健康 

社会貢献意識 

多様性への理解 安全安心な環境 

学校や地域でのつながり 

協働性 

幸福感 
・現在と将来 

・自分と周りの他者 

自己実現 
・達成感 

・キャリア意識 等 

など 

「キャリア在り方生き方教育」とは… 

社会の一員としての役割を果たすとともに、それぞれの個性、持ち味を最大限に発揮しながら、自立して生きていくため

に必要な能力や態度を育てる教育であり、子どもたちの社会的自立や共生・協働の精神を培う視点から、各学校における

教育活動を幅広く見直し、これまでの取組を価値づけ、改革していくための理念です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１人で難しいこと
も、多様な人たち
と協力しながら実
現に向かう力 

川崎市教育委員会事務局教育政策室（政策推進） 川崎市川崎区宮本町１ 電話 044-200-2607  FAX 044-200-3950 

 

〇他教科等の学習 

〇様々な活動や体験 

自分たちの生きる
社会や地域をより
よくするために行
動する力 

自ら課題を見出
し、試行錯誤しな
がら、解決に向け
て取り組む力 

社会の中におけ
る自分自身の生
き方を考えるた
めの力 

学んだことや経験した
ことをつなげたり組み
合わせたり、応用した
りして使う力 
 

児童生徒は、教科等の学習や学校での様々な活動や

体験などを通して、それぞれの教科等の単元の目標の

達成を目指すとともに、自立に向けて大切になる力や

態度を身に付けていきます。 

他者と関わり、自分た
ちの生きる社会や地域
のよさや魅力、課題を
発見する力 

例えば 
総合的な学習（高校︓探究）の時間では… 

社会を創り、社会で生きる 

上の図のように、例えば「総合的な学習（高校・探究）の時間」では、その探究の過程において目標と

する資質・能力と併せて、他教科等の授業や学校での様々な活動、体験などで培う力や態度も合わせなが

ら、基礎的・汎用的な力や態度を身に付けていきます。そしてそれは、持続可能な社会の創り手となるこ

とや、自分の個性や持ち味を最大限に発揮しながら、自立して生きていくことにつながっていきます。 

これからの社会で自立して生きていくのに必要な力を育てるために、 
家庭ではどのようなことをしていけばよいでしょう︖ 

 

身の回りのことや社会の
ことについて、子どもと
話す。 

・自分の過ごす町や地域のよさを知

ることは、社会への参画意識を育

てる第１歩です。 

・ダウンロードして使える 

「かわさきイベントアプ 

リ」も活用できます。 

（市立学校で使う GIGA 端末にも 

入っています。） 

 

町や地域で行われている
イベントや行事に、子ど
もと一緒に参加する。 

まずは、大人から「ウェ
ルビーイングの向上」を
意識してみる。 

 

・その子なりに感じたことや考えを

じっくり聞いてみてください。 
 
・子どもの「なぜ」を受け止めて、

一緒に調べたり 

考えたり話し合 

ったりするのも 

よいですね。 

・大人が「ウェルビーイング」の実

現を目指している姿は、子どもた

ちが「自分らしい生き方」を考え

るきっかけになるのではないでし

ょうか。 

「キャリア在り方生き方教育」は、学校だけでなく、家庭や地域と連携して進めるものです。例えば、ご

家庭では、次のようなことを意識してみるのはいかがですか？ 


